
【特許請求の範囲】
【請求項１】２点間の直線補間を行なうための増分デー
タを算出するための除算器と、一方の点の座標値に増分
データを累積的に加算する加算器とを有する直線補間器
において、除算器と加算器とを別体のＩＣで構成すると
ともに、除算器による除算結果がビット単位で順次格納
される商レジスタを加算器側のＩＣに設け、加算器側の
ＩＣの内部転送により商レジスタに格納された除算結果
を増分データとして増分レジスタに転送するようにした
ことを特徴とする直線補間器用データ転送装置。
【発明の詳細な説明】
＜産業上の利用分野＞
この発明は直線補間器用増分データ転送装置に関し、さ
らに詳細にいえば、与えられた２点の座標値に基いて除
算器により増分データを得、加算器により何れか一方の

点の座標値データに上記増分データを累積的に加算する
ことにより２点間の直線補間を行なう直線補間器におい
て、上記除算器により得られる増分データを加算器に転
送する直線補間器用増分データ転送装置に関する。
＜従来の技術＞
従来からグラフィック・ディスプレイ装置等において使
用される直線補間器としては、増分データを得るための
除算器と、所定の基準データに増分データを累積的に加
算する加算器とを有する構成のものが採用されている。
そして、最近では、上記除算器と加算器とを別個のＩＣ
とし、両ＩＣをパラレル・データバスで接続する構成の
直線補間器が提供されるようになってきた。
さらに詳細に説明すると、第３図に示すように、除算器
側ＩＣ(5)が除算結果を格納する商レジスタ(51)を有し
ているとともに、他のデータを格納するレジスタ(52)を
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有し、さらに両レジスタ(51)(52)の格納データをバッフ
ァ(53)を通してパラレル・データバス(6)に出力するよ
うにしており、また、加算器側ＩＣ(7)が、上記パラレ
ル・データバス(6)を通して転送されるデータを、バッ
ファ(71)を通して、所定の基準データを格納する基準レ
ジスタ(72)、累積的に加算される増分データを格納する
増分レジスタ(73)に入力するようにしている。
＜発明が解決しようとする問題点＞
上記従来の直線補間器においては、例えば２つの点の座
標値、および補間すべき中間点の数に基いて除算器によ
り所定の増分データを算出し、加算器により、一方の点
の座標値に増分データを累積的に加算して、２点間の直
線補間を行なうことができる。
さらに詳細にいえば、上記除算器側ＩＣ(5)は、必要回
数の減算試行を行なうことにより除算結果を得、除算器
側ＩＣ(5)に設けられた商レジスタ(51)に除算結果を格
納するものであり、この商レジスタ(51)に格納された除
算結果を、パラレル・データバス(6)により所定数のビ
ットづつ加算器側ＩＣ(7)に転送する。
したがって、所定回数の減算試行が行なわれることによ
り、除算動作が終了するまでは、得られたビット毎のデ
ータを順次商レジスタ(51)に格納するのみであり、除算
動作が終了した後に、パラレル・データバス(6)により
加算器側ＩＣ(7)に除算結果を転送することになる。そ
して、除算結果が全て転送された後に、加算器側ＩＣ
(7)による累積的加算動作を行なうことになる。
即ち、上記各動作時間の総和が直線補間器の動作時間に
なるのであり、除算結果をパラレル・データバス(6)に
より一時に転送できるようにした場合には、除算結果を
転送するための動作時間を短くすることができるが、除
算器側ＩＣ(5)、および加算器側ＩＣ(7)のピン数が増加
し、特に除算結果の桁数が大きい場合には、ピン数が著
しく増加するという問題がある。
また、ピン数を少なくすることも可能であるが、この場
合には除算結果を、ピン数により定まる所定数のビット
毎に複数回に分けて転送しなければならず、除算結果を
転送するための動作時間が長くなるという問題がある。
特にグラフィック・ディスプレイ装置においては、直線
補間を行なう速度を大きくして描画速度を大きくするこ
とが要求されるので、除算結果を転送するための動作時
間を短縮することが強く望まれている。
＜発明の目的＞
この発明は上記の問題点に鑑みてなされたものであり、
ＩＣのピン数を増加させることなく、増分データとして
の除算結果を加算器側ＩＣに転送するための動作時間を
著しく短縮することができる直線補間器用増分データ転
送装置を提供することを目的としている。
＜問題点を解決するための手段＞
上記の目的を達成するための、この発明の直線補間器用
増分データ転送装置は、除算器と加算器とを別体のＩＣ

で構成するとともに、除算器による除算結果がビット単
位で順次格納される商レジスタを加算器側のＩＣに設
け、加算器側のＩＣの内部転送により商レジスタに格納
された除算結果を増分データとして増分レジスタに転送
するようにしたものである。
＜作用＞
上記の構成の直線補間器用増分データ転送装置であれ
ば、除算器側のＩＣの減算回路等において所定回数の減
算試行を行なうことにより、所定桁数の除算結果を得、
この除算結果を、減算試行を行なって各桁のデータが得
られる毎に加算器側のＩＣの商レジスタに格納し、除算
動作が終了した時点で商レジスタの格納された除算結果
を増分データとして増分レジスタに内部転送する。そし
て、増分レジスタに格納された増分データを、所定の基
準データに累積加算することにより、２点間の直線補間
を行なうことができる。
＜実施例＞
以下、実施例を示す添付図面によって詳細に説明する。
第１図は直線補間器の一実施例の要部を示すブロック図
であり、除算器側ＩＣ(1)と、パラレル・データバス(2)
と、加算器側ＩＣ(3)とから構成されている。
さらに詳細に説明すると、上記除算器側ＩＣ(1)は、図
示しない除算回路等により得られた除算結果がビット毎
に格納される商レジスタ(11)と、除算結果以外のデータ
（例えば基準となる点の座標データ）が格納されるデー
タ・レジスタ(12)とを有し、さらに上記両レジスタ(11)
(12)に格納されたデータを、バッファ(13)を通して選択
的にパラレル・データバス(2)に出力するようにしてい
る。そして、上記商レジスタ(11)にクロック信号、およ
び１ビットづつ順次送られる除算結果を入力している。
尚、(14)(15)は、それぞれ上記クロック信号ライン、１
ビットづつのデータラインに介挿されたバッファであ
る。
上記加算器側ＩＣ(3)は、上記パラレル・データバス(2)
を通して入力されるデータを、バッファ(31)を通して選
択的に基準レジスタ(32)、増分レジスタ(33)に入力して
いる。そして、上記商レジスタ(11)と同期してデータが
１ビットづつ入力される商レジスタ(34)を有し、この商
レジスタ(34)に格納された除算結果を内部転送により増
分レジスタ(33)に転送することができるようにしてい
る。
以上の構成の直線補間器は、図示しない入力手段により
入力された２つの点の座標値、およびこの２点間を補間
すべき中間点の数に基いて増分値を算出すべく図示しな
い減算回路等により所定回数の減算試行を行なって、除
算結果を得る。そして、この除算結果は、１ビットづつ
除算器側ＩＣ(1)の商レジスタ(11)に格納され、ほぼ同
時に加算器側ＩＣ(3)の商レジスタ(34)にも１ビットづ
つ格納される。したがって、除算器側ＩＣ(1)の商レジ
スタ(11)に全除算結果が格納されると、ほぼ同時に加算
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器側ＩＣ(3)の商レジスタ(34)にも全除算結果が格納さ
れる。
その後は、加算器側ＩＣ(3)の商レジスタ(34)から増分
レジスタ(33)に内部転送により一時に全除算結果を増分
データとして転送し、バッファ(13)、パラレル・データ
バス(2)、およびバッファ(31)を通して基準レジスタ(3
2)に格納された基準データに対する累積的加算動作を行
なって、２点間の直線補間を行なうことができる。
以上要約すれば、基準データの転送については、従来装
置においてもパラレル・データバスにより行なっている
のであるから、特に不利にはなっていない。具体的に
は、上記実施例においては、例えば、基準データをパラ
レル転送している間に、予め加算器側ＩＣ(3)の商レジ
スタ(34)にシリアル転送された除算結果を増分レジスタ
(33)に格納するので、全体としての所要時間が短縮でき
ることになる。
また、除算結果の転送については、除算動作を遂行して
いる間に、１ビットづつ得られるデータを順次加算器側
ＩＣ(3)の商レジスタ(34)に格納することができるの
で、除算動作終了後に全除算結果をパラレル・データバ
ス(2)を通して増分レジスタ(33)に転送する場合と比較
して除算結果転送のために特別に必要とされる時間を大
幅に短縮することができるとともに、パラレル・データ
バスを専有しないので、上記の転送動作中に他のデータ
転送を行なわせることができる。そして、この除算結果
を転送するための時間の短縮は、両ＩＣ(1)(3)のピン数
を少なくして、パラレル・データバス(2)により同時に
転送することができるビット数を減少させた場合におい
て特に顕著に現れる。
尚、上記実施例においては、除算器側ＩＣ(1)が商レジ
スタ(11)を有しているので、商レジスタ(34)を有してい
ない加算器側ＩＣを使用した場合でも何ら不都合なく２
点間の直線補間を行なわせることができる。但し、この
場合には、上記のような時間の短縮は達成できないこと
になる。
また、上記除算動作における必要桁数があらかじめ分か
っている場合には、除算のための減算試行回数を減少さ
せることができ、除算動作所要時間を短縮することがで
きる。
そして、必要桁数が商レジスタ(34)に格納可能な桁数よ
り少ない場合には、以下のようにして商レジスタ(34)へ
のデータ格納所要時間を短縮することができる。
第２図は商レジスタ(34)の構成を示す電気回路図であ

り、各桁のデータに対応するセレクタ(35a)(35b)…(35
n)、およびラッチ回路(36a)(36b)…(36n)を有してい
る。そして、図示しない除算回路からの出力データＣを
バッファ(37)を通して上記セレクタ(35a)(35b)…(35n)
の一方の入力端子に入力しているとともに、上位桁のラ
ッチ回路からの出力データを上記セレクタの他方の入力
端子入力している。また、クロック信号ＣＬＫをバッフ
ァ(38)を通して上記各ラッチ回路(36a)(36b)…(36n)の
クロック入力端子に入力しているとともに、ロード信号
ＬＤをバッファ(39)を通して上記各ラッチ回路(36a)(36
b)…(36n)のクリア端子に入力している。さらに、除
数、被除数等により定まるストア・ポインタＳＰが上記
ロード信号ＬＤによって入力されるレジスタ(40)と、こ
のレジスタ(40)に格納されたストア・ポインタＳＰが入
力されるデコーダ(41)とを有し、デコード信号を上記各
セレクタ(35a)(35b)…(35n)のセレクト入力端子に入力
することにより、所定の１のセレクタのみが出力データ
Ｃを対応するラッチ回路に入力するようにしている。
したがって、最下位桁、または最上位桁から順に出力デ
ータＣを格納し、不必要な桁数に相当するシフトを行な
わせる必要がある従来の商レジスタの場合と比較して、
除算結果を格納するための所要時間を短縮することがで
きる。
尚、この発明は上記の実施例に限定されるものではな
く、例えば、除算器側ＩＣ(1)の商レジスタを省略する
ことが可能であり、その他この発明の要旨を変更しない
範囲内において種々の設計変更を施すことが可能であ
る。
＜発明の効果＞
以上のようにこの発明は、除算器側ＩＣ、および加算器
側ＩＣのピン数の増加を抑制し、しかも増分データとし
て使用される除算結果の転送所要時間を大幅に短縮する
ことができ、ひいては直線補間器の処理速度を高速化
し、グラフィック・ディスプレイ装置に適用した場合に
は、描画速度を高速化することができるという特有の効
果を奏する。
【図面の簡単な説明】
第１図は直線補間器の一実施例の要部を示すブロック
図、
第２図は商レジスタの一例を示す電気回路図、
第３図は従来の直線補間器の要部を示すブロック図。
(1)…除算器側ＩＣ、(3)…加算器側ＩＣ、
(33)…増分レジスタ、(34)…商レジスタ
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【第１図】

【第２図】
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【第３図】
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